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・新・介護保険を考える 2
・府中市高齢者住宅うらら多磨
・しんあい展覧会
・生きる・老いる・死とは
・施設だより
　　　　「それぞれの秋」

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ

児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち
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作品と笑顔を生み出すひととき（あさひ苑）



 新・介護保険  を考える ２
　　　～地域福祉計画から地域包括ケア　システムのあゆみ〈府中市の場合〉～ 常務理事 鈴木恂子

2000（平成12）年以前
府中市の地域福祉計画

2000（平成12）年
介護保険制度施行

2006（平成18）年
介護保険制度改正・予防重視

2009（平成21）年
府中市の動き

2012（平成24）年
新介護保険法－地域包括ケア 考　　察

１．医療と介護の連携の強化等
　①　医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが連携した要介護高齢者等への包括的支援（地域包
　　　括ケア）を推進
　②　日常生活圏域ごとに地域ニーズや課題の把握を踏まえた介護保険事業計画を策定
　③　単身、重度の要介護者等に対応できるよう 24 時間対応の定期巡回、随時対応サービスや複合型サー
　　　ビスを創設
　④　保険者の判断による予防給付と生活支援サービスの総合的な実施を可能とする
　⑤　介護療養病床の廃止期限（平成 24 年 3 月 31 日）を猶予（新たな指定は行わない）

２．介護人材の確保とサービスの質の向上
　①　介護福祉士や一定の教育を受けた介護職員等によるたんの吸引等の実施を可能とする
　②　介護福祉士の資格取得方法の見直し（平成 24 年 4 月実施予定）を延期
　③　介護事業所における労働法規の遵守を徹底、事業所指定の欠格要件及び取消要件に労働基準法違反
　　　者を追加
　④　公表前の調査実施の義務付け廃止など介護サービス情報公表制度の見直しを実施 

３．高齢者の住まいの整備等
　①　有料老人ホーム等における前払金の返還に関する利用者保護規定を追加

４．認知症対策の推進
　①　市民後見人の育成及び活用など、市町村における高齢者の権利擁護を推進
　②　市町村の介護保険事業計画において地域の実情に応じた認知症支援策を盛り込む

５．保険者による主体的な取組の推進
　①　介護保険事業計画と医療サービス、住まいに関する計画との調和を確保
　②　地域密着型サービスについて、公募・選考による指定を可能とする

６．保険料の上昇の緩和
　① 各都道府県の財政安定化基金を取り崩し、介護保険料の軽減等に活用

　

　※１⑤、２②については公布日施行。その他は平成 24 年 4 月 1 日施行。

【地域包括ケ　アの 5つの視点による取組み】
地域包括ケア　を実現するためには、次の 5 つの視点での取組みが
包括的（利用　者のニーズに応じた①～⑤の適切な組み合わせによ
るサービス提　供）、継続的（入院、退院、在宅復帰を通じて切れ
目ないサービ　ス提供）に行われることが必須。

①　医療と　の連携
　・　24 時間　対応の在宅医療、訪問看護やリハビリテーションの
　　充実強化       
　・　介護職　員によるたんの吸引などの医療的行為の実施

②　介護サー　ビスの充実強化
　・　特養な　どの介護拠点の緊急整備（平成 21 年度補正予算・3
　　年間で16　万人分確保）
　・　24時間　対応の定期巡回・随時対応サービスの創設など在宅
　　サービス　の強化

③　予防の　推進
　・　できる　限り要介護状態とならないための予防の取組や自立
　　支援型の　介護の促進

④　見守り、配食、買い物など、多様な生活支援サービスの
　　確保や　権利擁護など
　・　一人暮　らし、高齢夫婦のみ世帯の増加、認知症の増加を踏
　　まえ、様　々な生活支援（見守り、配食などの生活支援や財産
　　管理など　の権利擁護サービス）サービスを推進

⑤　高齢期　になっても住み続けることができる高齢者住ま
　　いの整　 備（国交省と連携）
　・　一定の　基準を満たした有料老人ホームと高専賃を、サービ
　　ス付高齢　者住宅として高齢者住まい法に位置づけ

■介護保険制度導入以前
老人福祉施設は、高齢者の権利擁護を基に生活支援、介護サービ
スを提供してきました。そして施設は住まいの役割も果たしてき
ました。所得の少ない方には現物で生活全般で保障してきました。
かつて予防は保健であり、生活支援や権利擁護は福祉としてそれ
ぞれ老人保健法、老人福祉法に位置づけられていました。

■介護保険制度導入以降
2000 年 4 月　老人福祉法は存続していますが、介護に関連する事
　　　　　　　業はすべて介護保険法に収れんされ、上記の生活
　　　　　　　支援や権利擁護は介護のサブシステムのようにと
　　　　　　　りあつかわれました。そして老人福祉の予算は大
　　　　　　　きく縮小しています。
2006 年 4 月　老人保健法が廃止され、介護保険法の予防に位置づ
　　　　　　　けられました。

■今回の改正
高齢者が地域で自立した生活を営むために 5 つの視点でとりくむ
地域包括ケアの実現が目標になりました。
介護保険を１つの柱にしながらも、従前の老人福祉法が担ってい
た生活支援や権利擁護や住まいがあらためて位置づけられたこと
は重要だと考えます。しかし下記の改正内容と併せて真に高齢者
が安心して生活しつづける地域が実現ができるかどうか、これか
らのとりくみ如何です。

■改正の内容
１．複合型事業所の創設：一例として、小規模多機能居宅事業所
　　と訪問看護の一体化が示されていますが、これも地域密着型
　　サービス（⇒自治体事業）に位置づけられます。
２．生活支援サービスや権利擁護が強調されたことは重要ですが、
　　予防も含め、これらも市町村が主体となっています。
３．住まいの整備は国土交通省が主体です。

具体的に示された改正内容はいずれも厚生労働省が直接責任をも
つものではなく、自治体に委ねられています。また、住まい整備
も国土交通省の主導による住宅整備になるようです。

　介護保険法が改正されて、各自治体では第５期の計画策定に着手しています。
　平成に入ってから地域福祉計画づくりがすすめられた府中市は全市を６つの福祉圏域に区分し、計画的に拠点となる施
設を整備しました。そして支援センターを設置し、民生委員の担当も５地域から６地域へ、当時の保健所の保健師の担当
も６エリアを意識した担当制となり、福祉公社も６エリアの担当にと、地域福祉計画が６つの福祉圏域の下で整備されました。
　併せて、平成６年に府中市社会福祉協議会は地域福祉活動計画を策定し、以後エリアごとの地域懇談会を開催し、タテ
割になっている地域の課題（消防・防犯・ゴミ・子どもの安全・高齢者のみまもり等々）が各関係者の参加により「面」
で話し合い、地域福祉が進展しつつありました。

　今回の介護保険制度の大きな柱となっているのが、地域包括ケアシステムです。地域包括ケアシステムとは、高齢者が
地域で自立した生活が営めるよう医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供されること、その実現
が法改正の目標です。 
　そのために前号でご紹介したとおり、医療、介護、予防、生活支援、権利擁護、住まいの５つの取り組みが重点となり
ました。2000年４月介護保険がスタートし「介護」に重点がおかれてきましたが、介護保険制度だけで地域の高齢者をと
りまく様々な課題を解決することはできません。この10年の間予防が叫ばれ、医療との区分と連携が繰り返し議論されて、
現在も最大の課題になっていますが、高齢者が安心して生活するためにまず必要な基盤は「住まい」と「生活支援」です。

特別養護老人ホーム信愛泉
苑（定員 50 名）開設 [ 第 5
エリア ] 翌年からショートス
テイ、入浴サービス順次開始

泉苑ケアセンター開設

府中市地域老人福祉連絡会
スタート（下段参照）

泉苑在宅介護支援センター
開設

府中市高齢者サービス調整
チーム発足（下段参照）
府中市立よつや苑　開設 [ 第
6 エリア ]

府中市立あさひ苑　開設 [ 第
1 エリア ]
安立園特別養護老人ホーム
[ 第 3 エリア ]・しみずがお
か在宅サービスセンター　
開設 [ 第 2 エリア ]

3 月：府中市高齢者サービス
調整チーム 6年間の報告書

4 月：老人保健施設ピースプ
ラザ　開設 [ 第 4 エリア ]

1975（S50）

1980（S50）

1987（S62）

1991（H３）

1992（H４）

1993（H５）

1994（H６）

2000（H12）

府中市福祉圏域６ヶ所すべてに拠点施
設が整備され、それぞれに在宅介護支
援センターが配置されました。

府中市地域老人福祉連絡会　構成メンバー
・府中市　福祉部高齢者福祉課・福祉事務所・生活文化部健康課・府
中市社会福祉協議会・府中ボランティアセンター・都立府中病院相談
室・警察病院多摩分院相談室・府中市民公社・府中市立心身障害者福
祉センター・東京都府中保健所・高齢者在宅サービスセンター泉苑ケ
アセンター・養護老人ホーム信愛寮・特別養護老人ホーム信愛泉苑・
（協力）府中医師会

　府中市に基幹型在宅介護支援センタ
ーがおかれ６つの福祉圏域の在宅介護
支援センターは地域型在宅介護支援セ
ンターと位置づけられました。
　その後、府中市は在宅支援センター
を増設し、11の地域型支援センターが
それぞれの地域を担当し活動しました。
　一方基幹型支援センターは平成13年
府中市から府中市社会福祉協議会に移
行しました。基幹型支援センターにサ
ービス調整会議がひきつがれ、関係者
が連携の下で問題解決にあたる個別の
事例について検討する担当者会議も継
続しました。

　2000年以前の関係者会議の中から生
まれた24時間巡回型のホームヘルプ事
業は市の事業として府中市立のあさひ
苑とよつや苑で実施されました。あさ
ひ苑でも一日25件ほどの夜間深夜早朝
の巡回型援助を行っていましたが、介
護保険制度になり市の事業ではなくな
り、利用者も激減し、深夜のサービス
はなくなりました。

　在宅介護支援センター（老人福祉
法）は地域包括支援センター（介護保
険法）へ、制度改正がありました。

　府中市は包括支援センターを市の直
営とし、在宅介護支援センターは従前
の援助が維持継続されました。
　
　そのため多くの自治体で包括支援セ
ンターが予防プランに追われてしまっ
た混乱を回避することができました。

　また、市の直営となったため、市の
担当者が地域実態をリアルに把握さ
れ、地域在宅介護支援センターとの連
携がより深まりました。基幹型支援セ
ンターは市の包括支援センターに替
り、運営協議会、担当者会議等の事務
局も市の担当になりました。

　包括支援センターが予防プランに偏
った反省の下で、介護予防以外に総合
相談、権利擁護、ケアマネジャー支援
などに力を入れるように国の方針が出
されました。そうした動きをうけて、
府中市は地域の在宅介護支援センター
を順次包括支援センターに移行しまし
た。

2009（平成21）年
　府中市立の　・あさひ苑
　・よつや苑　・しみずがおか
2010（平成22）年
　・泉苑　　　・安立園
　・かたまち（ピースプラザ）
2011（平成23）年
　・しんまち　・にしふ　・これまさ
　・みなみ町　・緑苑

　平成23年４月には以上11の包括支援
センターがスタートしました。

　包括支援センター運営協議会、サー
ビス担当者会議として、地域包括支援
センターを中心に関係機関が集まり、
高齢者のみならず、とりまく家族問題
を解決する連携がつづいています。

　高齢者が地域で自立した生活が営め
るよう、医療、介護、予防、住まい、
生活支援サービスが切れ目なく提供さ
れる「地域包括ケアシステム」の実現
に向けた取り組みをすすめることが法
改正の目標になっています。
　そのための新しいサービスの創設が
発表されています。

・24時間対応の定期巡回・随時対応サ
　ービスの創設
①訪問介護・訪問看護の一体的提供
（24時間365日のサービスを提供して
　いる老人保健施設や特別養護老人ホ
　ームも検討の対象になっているよう
　です）
②訪問介護ステーションと訪問看護ス
　テーションの連携

・複合型サービスの創設
　小規模多機能施設と訪問看護ステー
　ションの複合など

・比較的元気な高齢者や要支援の方々
　を対象とした介護予防・生活支援総
　合事業なども検討されています。

　高齢者の福祉は、介護保険制度によ
り大きく変化しました。人の生活を支
える制度を変更する場合は、変革すべ
きこと継承すべきことがきちんと精査
されないと、地域では大きな混乱につ
ながります。

　府中市の場合、制度が変わる節々で
慎重な選択がなされました。

　次年度に向けて示された地域包括ケ
アは、25年前の1987（昭和62）年６月
８日の厚生省三局長通知「高齢者サー
ビス総合調整推進会議等の設置及び運
営について」の「高齢者の増大かつ多
様するニーズに対応し、最も適切なサ
ービスを提供するために、保健・福
祉・医療の各施策の調整と総合的推進
を図るシステムを整備することが求め
られている」という目的に通底するよ
うに思われます。この通知をもとにサ
ービス調整チームが設置されました。

　地域包括ケアは決して新たな取り組
みではなく、介護保険以前の老人福祉
制度のなかで取り組まれていた内容の
リニューアル版ともいえます。

1987（S62）年　府中市地域老人福祉連絡会
泉苑ケアセンターの呼びかけで発足しました。

府中市高齢者サービス調整チーム　構成機関
・府中市医師会・歯科医師会・薬剤師会・東京都府中保健所・府中市
民生委員児童委員協議会・信愛泉苑・信愛緑苑・安立園・府中市立よ
つや苑・府中市立あさひ苑・泉苑ケアセンター・府中市社会福祉協議
会・府中市民福祉公社　・府中市　福祉部長・福祉部次長・高齢者福
祉課・生活福祉課・障害者福祉課・健康課・地域福祉課

1992（H４）年　地域老人福祉連絡会は府中市高齢者
サービス調整チームに引き継がれ、発展的解消しました。

『平成3年版　援助が必要な高齢者へのサービス一覧』
（府中市地域老人福祉連絡会　編）：現在の府中市
「高齢者へのサービスガイド」に引継がれています

『府中市高齢者サービス調整チーム　（平成４年度～
平成９年度）』（H10年３月　府中市福祉部地域福祉
課）：サービス調整チーム６年間の活動報告書。単独
のセンターでは解決できない事例を関係機関が集ま
り役割分担した実践記録。

2000（H12）年以
降は基幹型支援セ
ンターを中心にし
たサービス担当者
会議
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　③　単身、重度の要介護者等に対応できるよう 24 時間対応の定期巡回、随時対応サービスや複合型サー
　　　ビスを創設
　④　保険者の判断による予防給付と生活支援サービスの総合的な実施を可能とする
　⑤　介護療養病床の廃止期限（平成 24 年 3 月 31 日）を猶予（新たな指定は行わない）

２．介護人材の確保とサービスの質の向上
　①　介護福祉士や一定の教育を受けた介護職員等によるたんの吸引等の実施を可能とする
　②　介護福祉士の資格取得方法の見直し（平成 24 年 4 月実施予定）を延期
　③　介護事業所における労働法規の遵守を徹底、事業所指定の欠格要件及び取消要件に労働基準法違反
　　　者を追加
　④　公表前の調査実施の義務付け廃止など介護サービス情報公表制度の見直しを実施 

３．高齢者の住まいの整備等
　①　有料老人ホーム等における前払金の返還に関する利用者保護規定を追加

４．認知症対策の推進
　①　市民後見人の育成及び活用など、市町村における高齢者の権利擁護を推進
　②　市町村の介護保険事業計画において地域の実情に応じた認知症支援策を盛り込む

５．保険者による主体的な取組の推進
　①　介護保険事業計画と医療サービス、住まいに関する計画との調和を確保
　②　地域密着型サービスについて、公募・選考による指定を可能とする

６．保険料の上昇の緩和
　① 各都道府県の財政安定化基金を取り崩し、介護保険料の軽減等に活用

　

　※１⑤、２②については公布日施行。その他は平成 24 年 4 月 1 日施行。

【地域包括ケ　アの 5つの視点による取組み】
地域包括ケア　を実現するためには、次の 5 つの視点での取組みが
包括的（利用　者のニーズに応じた①～⑤の適切な組み合わせによ
るサービス提　供）、継続的（入院、退院、在宅復帰を通じて切れ
目ないサービ　ス提供）に行われることが必須。

①　医療と　の連携
　・　24 時間　対応の在宅医療、訪問看護やリハビリテーションの
　　充実強化       
　・　介護職　員によるたんの吸引などの医療的行為の実施

②　介護サー　ビスの充実強化
　・　特養な　どの介護拠点の緊急整備（平成 21 年度補正予算・3
　　年間で16　万人分確保）
　・　24時間　対応の定期巡回・随時対応サービスの創設など在宅
　　サービス　の強化

③　予防の　推進
　・　できる　限り要介護状態とならないための予防の取組や自立
　　支援型の　介護の促進

④　見守り、配食、買い物など、多様な生活支援サービスの
　　確保や　権利擁護など
　・　一人暮　らし、高齢夫婦のみ世帯の増加、認知症の増加を踏
　　まえ、様　々な生活支援（見守り、配食などの生活支援や財産
　　管理など　の権利擁護サービス）サービスを推進

⑤　高齢期　になっても住み続けることができる高齢者住ま
　　いの整　 備（国交省と連携）
　・　一定の　基準を満たした有料老人ホームと高専賃を、サービ
　　ス付高齢　者住宅として高齢者住まい法に位置づけ

■介護保険制度導入以前
老人福祉施設は、高齢者の権利擁護を基に生活支援、介護サービ
スを提供してきました。そして施設は住まいの役割も果たしてき
ました。所得の少ない方には現物で生活全般で保障してきました。
かつて予防は保健であり、生活支援や権利擁護は福祉としてそれ
ぞれ老人保健法、老人福祉法に位置づけられていました。

■介護保険制度導入以降
2000 年 4 月　老人福祉法は存続していますが、介護に関連する事
　　　　　　　業はすべて介護保険法に収れんされ、上記の生活
　　　　　　　支援や権利擁護は介護のサブシステムのようにと
　　　　　　　りあつかわれました。そして老人福祉の予算は大
　　　　　　　きく縮小しています。
2006 年 4 月　老人保健法が廃止され、介護保険法の予防に位置づ
　　　　　　　けられました。

■今回の改正
高齢者が地域で自立した生活を営むために 5 つの視点でとりくむ
地域包括ケアの実現が目標になりました。
介護保険を１つの柱にしながらも、従前の老人福祉法が担ってい
た生活支援や権利擁護や住まいがあらためて位置づけられたこと
は重要だと考えます。しかし下記の改正内容と併せて真に高齢者
が安心して生活しつづける地域が実現ができるかどうか、これか
らのとりくみ如何です。

■改正の内容
１．複合型事業所の創設：一例として、小規模多機能居宅事業所
　　と訪問看護の一体化が示されていますが、これも地域密着型
　　サービス（⇒自治体事業）に位置づけられます。
２．生活支援サービスや権利擁護が強調されたことは重要ですが、
　　予防も含め、これらも市町村が主体となっています。
３．住まいの整備は国土交通省が主体です。

具体的に示された改正内容はいずれも厚生労働省が直接責任をも
つものではなく、自治体に委ねられています。また、住まい整備
も国土交通省の主導による住宅整備になるようです。

　介護保険法が改正されて、各自治体では第５期の計画策定に着手しています。
　平成に入ってから地域福祉計画づくりがすすめられた府中市は全市を６つの福祉圏域に区分し、計画的に拠点となる施
設を整備しました。そして支援センターを設置し、民生委員の担当も５地域から６地域へ、当時の保健所の保健師の担当
も６エリアを意識した担当制となり、福祉公社も６エリアの担当にと、地域福祉計画が６つの福祉圏域の下で整備されました。
　併せて、平成６年に府中市社会福祉協議会は地域福祉活動計画を策定し、以後エリアごとの地域懇談会を開催し、タテ
割になっている地域の課題（消防・防犯・ゴミ・子どもの安全・高齢者のみまもり等々）が各関係者の参加により「面」
で話し合い、地域福祉が進展しつつありました。

　今回の介護保険制度の大きな柱となっているのが、地域包括ケアシステムです。地域包括ケアシステムとは、高齢者が
地域で自立した生活が営めるよう医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供されること、その実現
が法改正の目標です。 
　そのために前号でご紹介したとおり、医療、介護、予防、生活支援、権利擁護、住まいの５つの取り組みが重点となり
ました。2000年４月介護保険がスタートし「介護」に重点がおかれてきましたが、介護保険制度だけで地域の高齢者をと
りまく様々な課題を解決することはできません。この10年の間予防が叫ばれ、医療との区分と連携が繰り返し議論されて、
現在も最大の課題になっていますが、高齢者が安心して生活するためにまず必要な基盤は「住まい」と「生活支援」です。

特別養護老人ホーム信愛泉
苑（定員 50 名）開設 [ 第 5
エリア ] 翌年からショートス
テイ、入浴サービス順次開始

泉苑ケアセンター開設

府中市地域老人福祉連絡会
スタート（下段参照）

泉苑在宅介護支援センター
開設

府中市高齢者サービス調整
チーム発足（下段参照）
府中市立よつや苑　開設 [ 第
6 エリア ]

府中市立あさひ苑　開設 [ 第
1 エリア ]
安立園特別養護老人ホーム
[ 第 3 エリア ]・しみずがお
か在宅サービスセンター　
開設 [ 第 2 エリア ]

3 月：府中市高齢者サービス
調整チーム 6年間の報告書

4 月：老人保健施設ピースプ
ラザ　開設 [ 第 4 エリア ]

1975（S50）

1980（S50）

1987（S62）

1991（H３）

1992（H４）

1993（H５）

1994（H６）

2000（H12）

府中市福祉圏域６ヶ所すべてに拠点施
設が整備され、それぞれに在宅介護支
援センターが配置されました。

府中市地域老人福祉連絡会　構成メンバー
・府中市　福祉部高齢者福祉課・福祉事務所・生活文化部健康課・府
中市社会福祉協議会・府中ボランティアセンター・都立府中病院相談
室・警察病院多摩分院相談室・府中市民公社・府中市立心身障害者福
祉センター・東京都府中保健所・高齢者在宅サービスセンター泉苑ケ
アセンター・養護老人ホーム信愛寮・特別養護老人ホーム信愛泉苑・
（協力）府中医師会

　府中市に基幹型在宅介護支援センタ
ーがおかれ６つの福祉圏域の在宅介護
支援センターは地域型在宅介護支援セ
ンターと位置づけられました。
　その後、府中市は在宅支援センター
を増設し、11の地域型支援センターが
それぞれの地域を担当し活動しました。
　一方基幹型支援センターは平成13年
府中市から府中市社会福祉協議会に移
行しました。基幹型支援センターにサ
ービス調整会議がひきつがれ、関係者
が連携の下で問題解決にあたる個別の
事例について検討する担当者会議も継
続しました。

　2000年以前の関係者会議の中から生
まれた24時間巡回型のホームヘルプ事
業は市の事業として府中市立のあさひ
苑とよつや苑で実施されました。あさ
ひ苑でも一日25件ほどの夜間深夜早朝
の巡回型援助を行っていましたが、介
護保険制度になり市の事業ではなくな
り、利用者も激減し、深夜のサービス
はなくなりました。

　在宅介護支援センター（老人福祉
法）は地域包括支援センター（介護保
険法）へ、制度改正がありました。

　府中市は包括支援センターを市の直
営とし、在宅介護支援センターは従前
の援助が維持継続されました。
　
　そのため多くの自治体で包括支援セ
ンターが予防プランに追われてしまっ
た混乱を回避することができました。

　また、市の直営となったため、市の
担当者が地域実態をリアルに把握さ
れ、地域在宅介護支援センターとの連
携がより深まりました。基幹型支援セ
ンターは市の包括支援センターに替
り、運営協議会、担当者会議等の事務
局も市の担当になりました。

　包括支援センターが予防プランに偏
った反省の下で、介護予防以外に総合
相談、権利擁護、ケアマネジャー支援
などに力を入れるように国の方針が出
されました。そうした動きをうけて、
府中市は地域の在宅介護支援センター
を順次包括支援センターに移行しまし
た。

2009（平成21）年
　府中市立の　・あさひ苑
　・よつや苑　・しみずがおか
2010（平成22）年
　・泉苑　　　・安立園
　・かたまち（ピースプラザ）
2011（平成23）年
　・しんまち　・にしふ　・これまさ
　・みなみ町　・緑苑

　平成23年４月には以上11の包括支援
センターがスタートしました。

　包括支援センター運営協議会、サー
ビス担当者会議として、地域包括支援
センターを中心に関係機関が集まり、
高齢者のみならず、とりまく家族問題
を解決する連携がつづいています。

　高齢者が地域で自立した生活が営め
るよう、医療、介護、予防、住まい、
生活支援サービスが切れ目なく提供さ
れる「地域包括ケアシステム」の実現
に向けた取り組みをすすめることが法
改正の目標になっています。
　そのための新しいサービスの創設が
発表されています。

・24時間対応の定期巡回・随時対応サ
　ービスの創設
①訪問介護・訪問看護の一体的提供
（24時間365日のサービスを提供して
　いる老人保健施設や特別養護老人ホ
　ームも検討の対象になっているよう
　です）
②訪問介護ステーションと訪問看護ス
　テーションの連携

・複合型サービスの創設
　小規模多機能施設と訪問看護ステー
　ションの複合など

・比較的元気な高齢者や要支援の方々
　を対象とした介護予防・生活支援総
　合事業なども検討されています。

　高齢者の福祉は、介護保険制度によ
り大きく変化しました。人の生活を支
える制度を変更する場合は、変革すべ
きこと継承すべきことがきちんと精査
されないと、地域では大きな混乱につ
ながります。

　府中市の場合、制度が変わる節々で
慎重な選択がなされました。

　次年度に向けて示された地域包括ケ
アは、25年前の1987（昭和62）年６月
８日の厚生省三局長通知「高齢者サー
ビス総合調整推進会議等の設置及び運
営について」の「高齢者の増大かつ多
様するニーズに対応し、最も適切なサ
ービスを提供するために、保健・福
祉・医療の各施策の調整と総合的推進
を図るシステムを整備することが求め
られている」という目的に通底するよ
うに思われます。この通知をもとにサ
ービス調整チームが設置されました。

　地域包括ケアは決して新たな取り組
みではなく、介護保険以前の老人福祉
制度のなかで取り組まれていた内容の
リニューアル版ともいえます。

1987（S62）年　府中市地域老人福祉連絡会
泉苑ケアセンターの呼びかけで発足しました。

府中市高齢者サービス調整チーム　構成機関
・府中市医師会・歯科医師会・薬剤師会・東京都府中保健所・府中市
民生委員児童委員協議会・信愛泉苑・信愛緑苑・安立園・府中市立よ
つや苑・府中市立あさひ苑・泉苑ケアセンター・府中市社会福祉協議
会・府中市民福祉公社　・府中市　福祉部長・福祉部次長・高齢者福
祉課・生活福祉課・障害者福祉課・健康課・地域福祉課

1992（H４）年　地域老人福祉連絡会は府中市高齢者
サービス調整チームに引き継がれ、発展的解消しました。

『平成3年版　援助が必要な高齢者へのサービス一覧』
（府中市地域老人福祉連絡会　編）：現在の府中市
「高齢者へのサービスガイド」に引継がれています

『府中市高齢者サービス調整チーム　（平成４年度～
平成９年度）』（H10年３月　府中市福祉部地域福祉
課）：サービス調整チーム６年間の活動報告書。単独
のセンターでは解決できない事例を関係機関が集ま
り役割分担した実践記録。

2000（H12）年以
降は基幹型支援セ
ンターを中心にし
たサービス担当者
会議

季刊しんあい80号（平成23年 11 月5日発行）
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セ
ン
タ
ー
で
支
援
し

て
い
た
方
が
数
多
く
入
居
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
統
括
的
に
府
中
市
福
祉
保
健
部
高
齢

者
支
援
課
・
障
害
者
福
祉
課
・
生
活
援
護
課
と
連
携
し
速
や
か
な
問
題
解
決
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
入
居
後
に
状
態
が
変
化
し
た
場
合
も
、
当
法
人
が
府
中
市
内
に

持
つ
３
つ
の
特
養
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
診
療
所
を
運
営
す
る
医
療
法
人
和
風
会
の
協

力
を
得
て
、
入
院
・
入
所
な
ど
も
含
め
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き
る
支
援
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

わ
ず
か
13
戸
で
す
が
制
度
の
狭
間
と
な
る
高
齢
者
の
大
切
な
時
期
を
し
っ
か
り
支
え
、

健
や
か
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
貴
重
な
場
と
し
て
有
効
的
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

府
中
市
多
磨
町
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
ご
支
援
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
安
心
で
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や
か
な
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市
立
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セ
ン
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ー
長　

清
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哲
男　

　

平
成
５
年
８
月
開
設
以
来
府
中
市
立
あ
さ
ひ
苑
の
運
営
を
通
じ
、
ま

た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通

じ
、
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
高
齢
者
の
「
住
」
と
「
食
」
に
こ
だ
わ

り
地
域
実
態
を
把
握
し
て
き
ま
し
た
。

　

虚
弱
化
し
、
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
が
一
体
ど
こ
で
生
活
し

て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
場
合
、
介
護
保
険
制
度
導
入
に
前
後
し
て
老

人
福
祉
法
に
定
め
る
老
人
福
祉
施
設
の
機
能
が
低
下
し
、
独
居
や
高
齢

の
み
世
帯
の
方
が
要
支
援
や
要
介
護
１
、
２
で
現
在
の
家
に
居
住
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
の
行
き
場
所
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
当
法
人
が

運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
の
中
に
も
、
遠
方
の
病
院
や
老
健
の
入
所
を
経
て
か
ら
の
方
が

数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
、
府
中
市
か
ら
市
有
地
の
貸
与
を
う
け
て
、
東
京
都
医
療
介
護

連
携
型
高
齢
者
賃
貸
住
宅
モ
デ
ル
事
業
の
補
助
金
交
付
を
受
け
、
高
齢

者
が
安
心
し
た
生
活
を
地
域
で
継
続
で
き
る
府
中
市
モ
デ
ル
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
現
在
介
護
や
生
活
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
の
中

で
、
経
済
的
な
問
題
や
家
族
背
景
で
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
を
運
営
し
、
東
京
都

モ
デ
ル
の
主
旨
を
踏
ま
え
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
福
祉
施
設
の
生
活
支
援

機
能
を
備
え
た
中
間
的
事
業
運
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■ 入居するための条件
　 Ⅰ 対象となる方
　　　・65歳以上で、共同住宅で生活できる方。
　　　・ひとり暮らしで、食事の準備などで生活に不安を感じている方。
　　　・府中市在住で現在お住まいに困っている方。
　 Ⅱ １ヶ月にかかる費用
　　　１）住宅居住賃料　　　　　　：　53,000円
　　　２）生活支援サービス利用科　：　15,000円（税別）
　　　３）その他利用に応じて必要な主な実費
　　　　　①食事代
　　　　　②光熱水費
　　　　　③併設診療所の医療費
　　　　　④介護保険サービス・福祉サービスの利用料

■ うらら多磨の設備
　 １階　・地域交流スペース
　　　　 ・診療所
　　　　 ・ワーデン室
　　　　 ・スタッフルーム
　　　　 ・浴室・食堂
　　　　 ・居室３室（18.56㎡：２室　19.05㎡：１室）
　 ２階　・居室10室（18.56㎡：９室　19.05㎡：１室）
　　　　 ・談話室・家事室
　　※各居室に、トイレ、ミニキッチン、クローゼットを設置しています
　　（１階は車椅子対応トイレ、２階はシャワールームがあります）

■ うらら多磨の所在地
　 〒183 - 0002　東京都府中市多磨町2-56 - 2
■ 交通案内
　 西武多摩川線多磨駅下車徒歩15分

入居についてのお問い合せ先

（なお11月１日現在、全室入居予定者は決定しております）

府中市立あさひ苑　TEL 042（369）0080

■ 入居するための条件
　 Ⅰ 対象となる方
　　　・65歳以上で、共同住宅で生活できる方。
　　　・ひとり暮らしで、食事の準備などで生活に不安を感じている方。
　　　・府中市在住で現在お住まいに困っている方。
　 Ⅱ １ヶ月にかかる費用
　　　１）住宅居住賃料　　　　　　：　53,000円
　　　２）生活支援サービス利用科　：　15,000円（税別）
　　　３）その他利用に応じて必要な主な実費
　　　　　①食事代
　　　　　②光熱水費
　　　　　③併設診療所の医療費
　　　　　④介護保険サービス・福祉サービスの利用料

■ うらら多磨の設備
　 １階　・居室３室（18.56㎡：２室　19.05㎡：１室）
　　　　 ・浴室・食堂・地域交流スペース
　　　　 ・ワーデン室・スタッフルーム・診療所
　 ２階　・居室10室（18.56㎡：９室　19.05㎡：１室）
　　　　 ・談話室・家事室
　　※各居室に、トイレ、ミニキッチン、クローゼットを設置しています
　　（１階は車椅子対応トイレ、２階はシャワールームがあります）

■ うらら多磨の所在地
　 〒183 - 0002
　  東京都府中市多磨町2-56
■ 交通案内
　 西武多摩川線多摩駅下川徒歩15分

広々とした２階廊下 ミニキッチン（１階居室）

介助用の浴槽もあります。 居室からの緊急連絡は管理人室
で受けます。

朝陽の入る１階食堂 東八道路に面していますが、
東側は緑豊かな野川公園が
あります。

平成23年12月１日入居開始！

２階居室の例
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建
物
は
お
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ゃ
れ
な
２
階
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て
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１
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１
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３
室
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２
階
に
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室
の
合

計
13
室
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居
住
者
の
談
話
室
は
２
階
に
。
１
階
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食
堂
と
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浴
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浴
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が
２
つ
あ

り
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介
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用
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域
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ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
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デ
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ネ
ー
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ー
職
員
が
寄
り

添
っ
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５
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ひ
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サ
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ネ
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府
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ン
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ー
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。
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療
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■ 入居するための条件
　 Ⅰ 対象となる方
　　　・65歳以上で、共同住宅で生活できる方。
　　　・ひとり暮らしで、食事の準備などで生活に不安を感じている方。
　　　・府中市在住で現在お住まいに困っている方。
　 Ⅱ １ヶ月にかかる費用
　　　１）住宅居住賃料　　　　　　：　53,000円
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　　※各居室に、トイレ、ミニキッチン、クローゼットを設置しています
　　（１階は車椅子対応トイレ、２階はシャワールームがあります）

■ うらら多磨の所在地
　 〒183 - 0002
　  東京都府中市多磨町2-56
■ 交通案内
　 西武多摩川線多摩駅下川徒歩15分

広々とした２階廊下 ミニキッチン（１階居室）

介助用の浴槽もあります。 居室からの緊急連絡は管理人室
で受けます。

朝陽の入る１階食堂 東八道路に面していますが、
東側は緑豊かな野川公園が
あります。

平成23年12月１日入居開始！

２階居室の例

季刊しんあい80号（平成23年 11 月5日発行）
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しんあい展覧会しんあい展覧会
芸術の秋芸術の秋

　表紙では、あさひ苑の方々が手芸をして
いる風景をご覧頂きましたが、各施設から
も素敵な作品が届けられました。芸術の秋
です！利用者のみなさんと職員の、渾身の
力作をご覧ください。

「まつぼっくりの家族」（たっち）
作：ひろばK職員
～スポットタイムで使用した
　　　まつぼっくりを飾りにしました～

「秋」（連雀）
作：デイサービスの皆さん
～悪戦苦闘しながら、作品を作っています～

「貼り絵の合作」（泉苑）
作：ホーム・ショートステイのみなさん

「パウダーアートマグネット」（きずな）
作：学童のこどもたち
～敬老会のプレゼントは毎年手作りです～

「折り紙動物園」（泉苑）
作：ホームMさん

「絵手紙と貼り絵」（岩本町）
作：ケアハウスの皆さん

「生け花」（泉苑）
作：デイサービスAさん

「みどりがめ」（しらとり）
作：オープンルームRくんとお母さん
～小麦粉ねんどで一緒に作りました～

「親子てがた」（しらとり）
作：Yちゃんとお母さん
～おやこプレイタイムで
　　　　　　　一緒に作ったてがたです～

「着せ替えうさぎ」（たっち）
作：リフレッシュ保育Kちゃん
～季節ごとの帽子や洋服、アクセサリーは
　　　　Kちゃんのコーディネートです～

「アロマキャンドル」（きずな）
作：こどもたちとお母さん
～好きな色を上手に
　　　　　　組み合わせて作りました～

「ランチョンマット」
（岩本町）
作：デイサービスSさん

「針山とうさぎとぶたのマスコット」
（あさひ苑）　作：デイサービスのみなさん
～みんな手作りです。
　　　　　おとぎの世界みたいでしょ♪～

「丹精込めて作った流木磨き」（緑苑）
作：ご利用者の金打裕巳様
～真夏でも真冬でも外で一所懸命に作業しています！～

「木彫り」（岩本町）
作：ケアハウスのみなさん

「すべり台」
（たっち）
作：ひろばMちゃん
～大型積み木で
　素敵なすべり台を
　作りました～

6



しんあい展覧会しんあい展覧会
芸術の秋芸術の秋

　表紙では、あさひ苑の方々が手芸をして
いる風景をご覧頂きましたが、各施設から
も素敵な作品が届けられました。芸術の秋
です！利用者のみなさんと職員の、渾身の
力作をご覧ください。

「まつぼっくりの家族」（たっち）
作：ひろばK職員
～スポットタイムで使用した
　　　まつぼっくりを飾りにしました～

「秋」（連雀）
作：デイサービスの皆さん
～悪戦苦闘しながら、作品を作っています～

「貼り絵の合作」（泉苑）
作：ホーム・ショートステイのみなさん

「パウダーアートマグネット」（きずな）
作：学童のこどもたち
～敬老会のプレゼントは毎年手作りです～

「折り紙動物園」（泉苑）
作：ホームMさん

「絵手紙と貼り絵」（岩本町）
作：ケアハウスの皆さん

「生け花」（泉苑）
作：デイサービスAさん

「みどりがめ」（しらとり）
作：オープンルームRくんとお母さん
～小麦粉ねんどで一緒に作りました～

「親子てがた」（しらとり）
作：Yちゃんとお母さん
～おやこプレイタイムで
　　　　　　　一緒に作ったてがたです～

「着せ替えうさぎ」（たっち）
作：リフレッシュ保育Kちゃん
～季節ごとの帽子や洋服、アクセサリーは
　　　　Kちゃんのコーディネートです～

「アロマキャンドル」（きずな）
作：こどもたちとお母さん
～好きな色を上手に
　　　　　　組み合わせて作りました～

「ランチョンマット」
（岩本町）
作：デイサービスSさん

「針山とうさぎとぶたのマスコット」
（あさひ苑）　作：デイサービスのみなさん
～みんな手作りです。
　　　　　おとぎの世界みたいでしょ♪～

「丹精込めて作った流木磨き」（緑苑）
作：ご利用者の金打裕巳様
～真夏でも真冬でも外で一所懸命に作業しています！～

「木彫り」（岩本町）
作：ケアハウスのみなさん

「すべり台」
（たっち）
作：ひろばMちゃん
～大型積み木で
　素敵なすべり台を
　作りました～

季刊しんあい80号（平成23年 11 月5日発行）

7



社
会
福
祉
法
人　

多
摩
同
胞
会
公
開
講
座

「
生
き
る
・
老
い
る
・
死
」
と
は

　

平
成
23
年
９
月
２
日
か
ん
だ
連
雀
に
お
い
て
、
社
会
福

祉
法
人
三
徳
会
理
事
長
・
東
京
医
科
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、

多
摩
同
胞
会
の
理
事
で
も
あ
る
内
野
滋
雄
先
生
を
お
迎
え

し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
の
テ
ー
マ
は
高
齢
者
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
為

に
実
施
す
る
職
員
研
修
を
公
開
講
座
と
し
て
一
昨
年
よ
り
開

催
し
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
多
く
、
加
齢
・
老
化
・
高
齢
と

と
も
に
み
ら
れ
や
す
い
変
化
な
ど
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

老
化
は
個
人
や
人
種
、
環
境
、
遺
伝
子
等
で
差
は
あ
る
も

の
の
、
20
歳
代
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
人
間
は
何
歳
ぐ
ら
い

ま
で
生
き
ら
れ
る
の
か
。
動
物
の
種
類
に
よ
っ
て
寿
命
は
ほ

ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、大
型
動
物
ほ
ど
寿
命
は
長
い
。
し
か
し
、

ヒ
ト
は
例
外
で
す
。

　

現
在
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
83
歳
で
イ
タ
リ
ア
半
島

に
あ
る
小
国
サ
ン
マ
リ
ノ
と
並
び
世
界
一
位
で
す
（
２
０

１
０
年
W
H
O
調
べ
）。

　

W
H
O
で
は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
新
し
い
指
標
を
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
一
生
涯
（
平
均
寿
命
）
の
う
ち
、

日
常
生
活
で
支
援
や
介
護
を
要
し
な
い
、
自
立
し
て
生
活

で
き
る
期
間
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
「
健
康
寿
命
」
の
考

え
方
で
計
算
す
る
と
75
歳
と
な
り
、
８
年
近
く
は
何
か
し

ら
の
援
助
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
良
く
生
き
る
た
め
に

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
に
は
、
食
生
活
、
肥

満
や
高
血
圧
、
喫
煙
、
運
動
不
足
等
に
注
意
し
な
が
ら
精

神
的
に
も
豊
か
で
楽
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　

講
演
で
は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
つ
い
て
の

講
義
も
あ
り
ま
し
た
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
万
能
の
天
才
と

い
わ
れ
て
お
り
、
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
と
し
て
は
も

と
よ
り
、天
文
学
、物
理
学
、地
理
学
、機
械
学
、空
気
力
学
、

ま
た
、
動
物
学
や
医
学
、
特
に
解
剖
学
は
天
才
的
な
解
剖

図
を
描
い
て
い
ま
す
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
解
剖
図
は
、
し

ば
ら
く
は
世
に
出
る
こ
と
な
く
埋
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
の

筋
肉
の
解
剖
図
は
、
皮
膚
の
表
面
の
隆
起
な
ど
か
ら
始
ま

り
、
彼
自
身
が
人
体
を
解
剖
し
、
筋
や
腱
の
細
密
極
ま
り

な
い
描
写
は
非
常
に
優
れ
お
り
、芸
術
的
で
す
。
そ
れ
は
、

人
間
の
不
思
議
な
動
き
や
現
象
を
自
分
で
解
剖
し
納
得
し

て
描
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
と
っ
て
は
老
い
も
人
体
の
中
身
も
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
「
美
」
で
あ
り
そ
れ
を
追
究
し
て
い
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
は
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
は
ア
ー
ト
と

呼
ば
れ
一
つ
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
人
を
対
象
と
す

る
学
問
で
あ
り
技
術
で
あ
り
ま
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
化

し
、
科
学
の
道
、
哲
学
の
道
な
ど
に
分
か
れ
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

先
生
は
「
福
祉
は
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
い
う
理
念
を
お
持
ち

で
す
。
福
祉
は
心
で
あ
る
と
い
う
点
も
大
切
で
す
が
、
現
場

に
お
い
て
は
科
学
的
な
思
考
で
み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
い
い

ま
す
。
例
え
ば
心
に
衝
撃
を
受
け
た
場
合
、
顔
が
蒼
白
と
な

り
、
脈
が
速
く
、
食
欲
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
律
神

経
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
人
に
接
す
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

約
70
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
参
加
さ
れ
た
多
く

の
方
が
毎
日
の
生
活
を
ど
う
い
う
気
持
ち
で
生
き
て
い
っ
た

ら
よ
い
か
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
る
場
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
次
長　

高
橋　

誠
）

　

９
月
29
日
に
は
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に
て
同
じ
内
容
の
講
演

会
を
開
催
し
、
140
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講師内野滋雄先生の学術的でなお
ユーモアあふれるお話でした。

熱心にメモをとる方も
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●

　
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
敬
老
会
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
で
は
９
月
18
日
、
第
１
部
の

祝
賀
式
典
は
厳
か
に
、
第
２
部
の
祝
い
会
は
賑
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
「
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
」、
家
族
合
唱
団
に
よ
る
「
合
唱
」、
職
員
に
よ
る
「
皿
回
し
」、「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」
な
ど
な
ど
。
美
味
し
い
ケ
ー
キ
や
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
わ
い
わ
い
と

楽
し
く
盛
大
に
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ご
利
用
者
が
本
当
に
幸
せ
そ
う
な
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
全
員
が
楽
し
か
っ
た
。
良
か
っ
た
。
と
思
え
る
敬
老
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
康
、
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
　
介
護
員
　
保
坂
　
美
加
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　
　
　
敬
老
会

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　
秋
と
い
え
ば
敬
老
を
祝
う
会
。
あ
さ
ひ
苑
ホ
ー
ム
で
も
一
年
で
一
番
大
切
な
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
、『
ご
利
用
者
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
』
と
職
員
に
よ
る
演

芸
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
“
書
風
太
鼓
”
で
す
。
太
鼓
の
音
と
司
会
の
実
況
に
合
わ
せ
て
、
大
き

な
和
紙
に
、
筆
で
「
鶴
」
と
「
亀
」
を

書
く
と
い
う
も
の
で
す
。
筆
に
合
わ
せ

て
太
鼓
を
鳴
ら
し
た
り
、
実
況
を
行
う

た
め
に
何
度
も
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
司
会
を
担
当
し
た
職
員
は
、
休
日

に
ひ
と
り
、
カ
ラ
オ
ケ
店
で
原
稿
を
何

度
も
声
に
出
し
て
覚
え
た
そ
う
で
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
当
日
は
予
想
以
上

の
大
成
功
！
ご
利
用
者
の
歓
声
の
中
、

盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
ご
利
用
者
の
皆
様
に
い
つ
ま
で
も

「
鶴
」
の
よ
う
に
美
し
く
、「
亀
」
の

よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑
　
介
護
員
　
米
川
　
香
奈
）

岩本町

季刊しんあい80号（平成23年 11 月5日発行）

あさひ苑
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秋
は
空
が
高
く
、
そ
れ
だ
け
で
気
分
が
い
い
で
す
ね
。

芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
と
あ
り
ま
す
が
や
っ
ぱ
り
食
欲
の

秋
が
一
番
の
よ
う
で
す
。

空
爽
や
か
に

　
そ
れ
ぞ
れ
の
秋



しらとり

　
今
年
は
９
月
に
入
っ
て
も
残
暑
が
厳
し
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
８
月
中
、
天
気
の
よ
い
日
は
水
遊
び
の
毎

日
だ
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で
近
く
の
公
園

ま
で
お
散
歩
に
い
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
せ
み
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
、
せ
み
が
好
き
な
子

ど
も
は
、「
み
ん
み
ん
は
？
」
と
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　
向
か
う
途
中
の
大
き
な
木
の
下
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
や

栗
の
実
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
拾
い
な
が
ら

公
園
に
行
き
ま
し
た
。
公
園
に
つ
い
て
か
ら
も
ひ
な
た

は
暑
く
、
汗
ば
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
の
陽
気
で
し
た
が
、

風
は
す
ず
し
く
て
秋
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
草
む
ら
の

中
に
バ
ッ
タ
を
発
見
。
中
に
は
10
ｃ
ｍ
以
上
の
大
き
な

バ
ッ
タ
も
い
ま

し
た
が
、
子
ど

も
達
は
こ
わ
が

る
こ
と
な
く
手

で
つ
か
ま
え
る

こ
と
が
出
来
ま

し
た
！
そ
ん
な

子
ど
も
達
と
の

お
散
歩
で
小
さ

い
秋
を
み
つ
け

た
一
日
で
し
た
。

　（
し
ら
と
り
　
　
保
育
士
　
白
井
　
厚
子
）

小
さ
い
秋

　
　
み
つ
け
た

何
の
秋
??

きずな

　
先
日
、
き
ず
な
で
は
那
須
に
日
帰
り
旅
行
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
台
風
も
去
っ
て
秋
ら
し

く
気
持
ち
の
い
い
天
気
の
１
日
で
し
た
。

　
那
須
に
到
着
し
て
ま
ず
は
『
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
』。
色
も
自
分
た
ち
で
作
り
、
世
界
に
一
つ
だ

け
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
完
成
!!

　
そ
し
て
、ラ
ン
チ
は
『
森
の
ビ
ー
ル
園
』
で
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
。
大
人
は
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
子
ど
も
達
は

好
き
な
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
満
足
!!

　
今
回
の
メ
イ
ン
は
『
ア
ル
パ
カ
牧
場
』。
み
ん
な

で
ア
ル
パ
カ
に
餌
を
あ
げ
た
り
、
触
っ
た
り
、
ア
ル

パ
カ
も
食
欲
の
秋
!?
ア
ル
パ
カ
の
食
欲
に
び
っ
く

り
!!
普
段
は
お
だ
や
か
な
ア
ル
パ
カ
も
餌
が
も
ら
え

な
い
と
ツ
バ
を
と
ば
し
て
怒
り
ま
す
。
で
も
、
上
の

前
歯
が
な
い
の
で
噛
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
小
さ
い
子

で
も
餌
が
あ
げ
ら
れ
る
ん
で
す
。
ふ
わ
ふ
わ
の
ア
ル

パ
カ
達
に
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
芸
術
の
秋
に
食
欲
の
秋
…
。

　
１
日
で
た
く
さ
ん
の
秋

を
満
喫
し
て
来
ま
し
た
～
♪

（
き
ず
な
　
保
育
士
　

山
田
　
恵
未
）

　
９
月
初
め
、
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
け
れ
ど
ま
だ
残

暑
が
続
く
日
に
、
特
養
の
ご
利
用
者
４
名
と
稲
城
市

の
梨
園
へ
果
物
狩
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
農
園
に
着
い
た
頃
に
は
小
雨
も
止
み
、
す
っ
か
り

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
ふ
と
上
を
見
上
げ
る
と
、
巨
峰
が
棚
に
た
わ
わ
に

実
っ
て
い
て
、
皆
さ
ん
思
わ
ず
、「
う
わ
ぁ
ー
、
す
ご

い
わ
ね
！
」
と
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
も
ぎ
た
て
の
甘
い
稲
城
梨
や
巨
峰
を
、
そ
の
場
で

沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
に
も
美
味
し
か
っ
た
か
ら
か
で
し
ょ
う
か
、

会
話
を
す
る
の
も
忘
れ
、
秋
の
味
覚
を
夢
中
で
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ご
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た

ご
家
族
の
皆
様

も
楽
し
め
た
ご

様
子
で
し
た
。

（
緑
苑
　
介
護
員

　
鎌
田
　
竜
治
）

梨
を
片
手
に
　

「
ハ
イ
　
ポ
ー
ズ
！
」

緑 苑
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泉 苑
　「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
う
よ
う
に
彼
岸
を
境
に

暑
さ
が
和
ら
ぎ
、
待
ち
に
待
っ
た
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
お
彼
岸
の
食
べ
物
と
い
え
ば
「
お
は
ぎ
」。
小
豆
の
赤
い

色
に
は
、
昔
か
ら
邪
気
を
祓
う
、
災
難
を
除
け
る
と
信
じ

ら
れ
て
お
り
、
お
彼
岸
に
先
祖
を
慰
め
る
た
め
の
捧
げ
物

と
し
て
、
ま
た
秋
に
は
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
た
め
に
作

ら
れ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
泉
苑
で
は
お
彼
岸
の
お
中
日
の
昼
食
に
手
作
り
の
お
は

ぎ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
し
あ
ん
、
き
な
こ
、
ゴ
マ
の

３
種
類
。
ご
利
用
者
の
噛
む
・
飲
み
込
む
力
に
合
わ
せ
て

も
ち
米
と
精
白
米
の
お
は
ぎ
、
お
粥
で
作
っ
た
柔
ら
か
い

お
は
ぎ
も
ペ
ー
ス
ト
食
の
方
用
の
ソ
フ
ト
食
の
お
は
ぎ
も

作
り
ま
し
た
。

　
食
堂
に
様
子
を
見
に
行
く
と
、「
さ
っ
ぱ
り
し
た
甘
さ
の

き
な
こ
が
好
き
」「
ゴ
マ
が
一
番
」と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
が
、
１
番
人
気
な
の
は
こ
し
あ
ん
で
し
た
。「
春

が
牡
丹
餅
で
、
秋
が
御
萩
な
の
よ
ね
」「
家
庭
的
な
味
で
美

味
し
い
わ
よ
」「
昔
は
私
も
、
自
分
で
作
っ
た
の
よ
。
も
ち

米
と
精
白
米
を
炊
い
た
ら
半
つ
き
に
す
る
の
よ
ね
」（
米
を

突
く
ポ
ー
ズ
）
…
と
そ
れ
ぞ
れ
話
に
花
を
咲
か
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
深
ま
る
秋
に
は
、

旬
の
食
材
を
使
い
食
事
を
通
し

て
、
皆
様
に
秋
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
泉
苑
　
管
理
栄
養
士 

　
　
　

親
泊
　
美
輝
子
）

秋
の
訪
れ

泉 苑

　
日
中
も
涼
し
く
な
り
、
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
た
今

日
こ
の
頃
。
秋
と
い
え
ば
「
読
書
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」「
芸
術
の
秋
」
と
色
々
な
楽
し
み
が
あ
り
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
の
み
な
さ
ま
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
や

は
り
「
食
欲
の
秋
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
か
ん
だ
連
雀
の
食
事
で
も
秋
刀
魚
や
さ
つ
ま
芋
、

松
茸
と
秋
の
食
材
が
並
ぶ
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
先
日
、
普
段
は
食
事
介
助
に
よ
り
召
し
上
が
っ
て

い
る
ご
利
用
者
が
、
ご
自
身
の
力
で
召
し
上
が
ろ
う

と
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
、
我
々
職
員
が
驚
く
事
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も「
食
欲
の
秋
」の
力
な
の
で
し
ょ

う
か
？

　
私
た
ち
も
、
ご
利
用
者
の
食
事
の
時
間
は
常
に
お

腹
が
グ
ー
、
グ
ー
、
と
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
季
節

の
食
材
で
体
力
を

し
っ
か
り
と
付
け
、

寒
い
冬
に
立
ち
向

か
っ
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。

（
か
ん
だ
連
雀
　

介
護
員
　

柳
瀬
　
行
宏
）

秋
と
い
え
ば
、　

　
　 

や
っ
ぱ
り
!!

連 雀
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たっち

食
欲
の
秋
・

　 

音
楽
の
秋
♪

　
少
し
ず
つ
涼
し
い
風
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
外
遊

び
が
気
持
の
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ひ
ろ
ば
は
毎
日
た

く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
に
は
、
１
歳
児
交
流
会
「
は
い
ぽ
」
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

遊
ぼ
う
！
と
２
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
14
組
、
16
組
の
ご
家
族

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
秋
に
ち
な
ん
で
栗
も
ぎ
や
楽
器
を
使
い
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　｢

大
き
な
栗
の
木
の
下
で｣

を
歌
っ
た
後
に
、
栗
の
木
へ

出
発
！
初
め
て
の
栗
も
ぎ
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
栗
の
木
に

手
を
伸
ば
し
て
、
収
穫
し
た
栗
を
手
に
お
子
さ
ん
た
ち
は
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
！
思
わ
ず
パ
ッ
ク
ン
し
ち
ゃ
う
お
子
さ
ん
も
！

「
お
い
し
そ
う
だ
ね
～
」「
こ
れ
は
栗
っ
て
い
う
ん
だ
よ
」
と
、

楽
し
そ
う
な
笑
顔
や
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、鈴
や
タ
ン
バ
リ
ン
等
の
楽
器
を
自
由
に
鳴
ら
し「
山

の
音
楽
家
」
を
歌
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
そ

う
に
楽
器
を
振
る
お
子
さ
ん
、
楽
器
の
音
に
思
わ
ず
泣
き
出

し
て
し
ま
う
お
子
さ
ん
も
い
た
り
し
て
、
と
て
も
微
笑
ま
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
食
欲
の
秋
・
音
楽
の
秋
を
満
喫
し
た
交
流
会
で
し
た
が
、

ひ
ろ
ば
で
も
秋
ら
し
く
模
様
替
え
を
し
て
み
な
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ひ
ろ
ば
で
秋
を
見
つ
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
た
っ
ち
　

　
　
交
流
ひ
ろ
ば
担
当
　

熊
谷
　
幸
子
）



　

季刊しんあい80号

本
に
親
し
む
の
に
良
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
「
読
書
の
秋
」

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

（
あ
さ
ひ
苑
　
伊
東
裕
子
）

涼
し
く
な
り
、
汗
に
邪
魔
さ
れ
ず

に
で
き
る
寝
る
前
の
柔
軟
体
操
。

で
き
る
だ
け
長
く
続
け
た
い
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑
　
比
嘉
敦
恵
）

紅
葉
が
綺
麗
に
な
っ
た
ら
、
お
弁

当
を
持
っ
て
景
色
の
良
い
場
所
に

出
か
け
た
い
で
す
。 

（
泉
苑
　
親
泊
美
輝
子
）

夜
は
よ
く
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら

寝
る
の
で
す
が
、
秋
だ
け
は
虫
の

音
に
耳
を
傾
け
て
み
る
の
が
常
で

す
。 

（
泉
苑
　
小
柳
忠
幸
）

敬
老
会
も
無
事
に
終
わ
り
、
余
興

の
ダ
ン
ス
を
必
死
に
覚
え
た
日
々

が
懐
か
し
い
で
す
。

（
岩
本
町
　
柳
　
英
恵
）

季
節
の
変
わ
り
目
、
体
調
管
理
に

は
十
分
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
か
ん
だ
連
雀
　
浅
見
達
也
）

食
欲
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

季
節
の
お
い
し
い
食
材
を
使
っ
て
、

料
理
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
き
ず
な
　
浦
上
さ
わ
）

秋
が
だ
ん
だ
ん
と
深
ま
っ
て
街
の

景
色
も
変
わ
っ
て
い
く
、
そ
ん
な

中
を
散
策
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。 

（
し
ら
と
り
　
川
崎
悠
子
）

き
れ
い
な
秋
空
と
心
地
よ
い
秋
風

を
感
じ
ら
れ
る
今
の
季
節
、
通
勤

の
道
の
り
が
楽
し
く
な
り
そ
う
で

す
。 

（
た
っ
ち
　
嶋
田
　
歩
）

サ
ン
マ
に
葡
萄
、
柿
、
梨
と
店
頭

に
並
ん
だ
秋
の
恵
み
に
感
謝
し
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
緑
苑
　
近
藤
亜
也
子
）

業
務
用
Ｐ
Ｃ
に
つ
け
た
赤
い
羽
根
、

そ
れ
だ
け
で
急
に
愛
着
が
わ
い
て

く
る
か
ら
不
思
議
で
す
。 

（
事
務
局
　
冠
　
寿
枝
）

９
月
に
内
容
を
充
実
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
来
年
４
月
に
は
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
予
定
で
す
。
請
う
ご
期

待
!!

（
事
務
局
　
青
木
志
乃
）

軽
い
ダ
ウ
ン
も
い
い
け
れ
ど
、
ウ
ー

ル
の
コ
ー
ト
に
袖
を
通
す
と
冬
が

足
元
に
来
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

（
編
集
長
　
上
野
廣
美
）

会
田
久
枝
　
青
山
幸
子
　
赤
林
好
子
　
秋
葉
容
子
　
浅
野
貞
子

　
浅
見
ス
ジ
子
　
網
代
恵
美
　
網
代
弘
子
　
有
本
陽
子
　
飯
塚

喜
亥
子
　
井
口
イ
マ
　
囲
碁
を
楽
し
む
会
　
石
井
悦
子
　
石
井

忠
男
　
石
井
久
子
　
石
井
宏
　
石
坂
勝
世
　
石
坂
友
子
　
石
坂

美
代
子
　
石
澤
圭
子
　
泉
奈
緒
子
　
市
川
ア
イ
子
　
市
川
知
子

　
伊
藤
う
め
子
　
伊
藤
徳
三
郎
　
伊
藤
冨
美
子
　
井
上
真
左
子

　
井
上
陽
子
　
井
踏
世
津
子
　
今
喜
夛
ト
シ
ヱ
　
岩
佐
和
栄
　

岩
崎
順
　
岩
㟢
敏
信
　
上
田
悦
子
　
上
野
恒
章
　
上
原
智
美
　

植
松
惠
美
子
　
植
松
八
千
代
　
魚
川
桂
子
　
鵜
澤
シ
ヅ
　
臼
井

三
樹
　
内
堀
美
喜
　
梅
原
薫
　
梅
原
光
洋
　
上
床
晃
代
　
江
口

亜
津
子
　
江
田
廣
子
　
海
老
澤
信
子
　
遠
藤
伊
代
　
遠
藤
み
つ

よ
　
遠
藤
陽
子
　
大
久
保
峯
子
　
大
倉
弘
子
　
大
島
庸
子
　

大
竹
義
昭
　
大
塚
沙
恵
　
大
野
典
子
　
小
笠
原
和
美
　
緒
方
シ
ゲ

子
　
岡
野
玲
子
　
岡
裕
子
　
小
川
君
子
　
小
川
健
治
　
荻
野
和

子
　
小
熊
美
和
子
　
奥
山
亜
子
　
奥
山
チ
ヤ
子
　
小
倉
富
子
　
小

倉
道
子
　
オ
コ
サ
の
会
　
尾
崎
節
子
　
尾
崎
晴
子
　
尾
崎
紘
行

　
尾
崎
ヨ
シ
子
　
尾
崎
佳
子
　
小
澤
ア
イ
子
　
小
澤
末
子
　
御

野
礼
子
　
折
田
浩
一
　
海
江
田
紀
久
子
　
学
生
団
体
S
O
L
A

　
笠
間
豊
子
　
鹿
島
千
重
子
　
梶
山
ア
サ
ミ
　
柏
山
和
子
　
片

桐
キ
ミ
子
　
カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ
　
加
藤
紀
久
代
　
加
藤
静
　

加
藤
博
子
　
加
藤
芙
美
子
　
加
藤
洋
子
　
金
澤
静
江
　
金
子
武
仁

　
上
沢
美
和
子
　
上
中
香
代
　
亀
岡
紀
知
信
　
か
よ
こ
会
　
川
崎

綾
子
　
川
邊
明
子
　
神
田
由
紀
子
　
北
村
よ
し
こ
　
木
村
幸
子
　

木
森
哲
　
草
野
裕
恵
　
草
野
美
鈴
　
久
保
田
摩
耶
子
　
蔵
内
睦
子

　
栗
原
宏
子
　
桒
田
勝
　
桑
原
侑
子
　
弦
間
ま
さ
　
小
石
暁
子
　

小
出
晨
一
　
小
出
由
美
子
　
小
岩
井
雅
人
　
河
野
ト
シ
ヨ
　
小
島

ユ
ミ
子
　
小
島
百
合
子
　
小
菅
よ
し
江
　
後
藤
祐
輝
　
小
林
真
弓

　
小
林
美
代
子
　
小
牧
直
子
　
是
永
美
代
子
　
紺
野
和
子
　
今
野

幸
子
　
斎
藤
孝
子
　
齋
藤
則
子
　
斉
藤
ヨ
シ
子
　
酒
井
和
子
　
坂

本
越
子
　
坂
本
文
子
　
佐
久
間
桂
子
　
櫻
井
正
治
　
桜
山
健
　
佐

々
木
真
由
紀
　
佐
藤
秋
子
　
佐
藤
公
子
　
佐
藤
敬
子
　
佐
藤
妙
子

　
佐
藤
な
か
子
　
佐
藤
初
江
　
佐
藤
芳
江
　
佐
野
綾
子
　
佐
野
田

鶴
子
　
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
　
塩
澤
佳
津
子
　
重
田
文
子
　
下

町
か
っ
ぽ
れ
雅
　
品
田
啓
子
　
清
水
文
枝
　
下
江
美
鈴
　
下
中
恵

美
子
　
下
宏
子
　
十
べ
え
お
話
の
会
　
庄
山
早
希
　
白
石
淑
子
　

白
神
早
斗
子
　
神
和
之
　
進
藤
サ
エ
子
　
進
藤
琿
子
　
杉
浦
愛
犬

訓
練
所
　
杉
浦
邑
子
　
杉
本
節
子
　
杉
山
恵
子
　
鈴
木
好
枝
　

鈴
木
美
樹
　
鈴
木
嘉
子
　
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
　
砂
原

喜
美
子
　
瀬
戸
貞
子
　
浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い
　
薗
田

澄
子
　
髙
井
汪
子
　
高
澤
和
美
　
高
鍋
恵
子
　
鷹
野
榮
子
　
高

橋
恭
子
　
高
橋
啓
次
郎
　
高
橋
ち
よ
子
　
田
口
裕
香
　
竹
内
由

美
子
　
竹
之
内
愛
子
　
竹
松
ふ
く
　
湛
啓
子
　
辰
本
ケ
イ
コ
　

田
中
久
美
子
　
田
中
幸
子
　
田
中
多
佳
子
　
田
中
智
加
子
　
田

中
翠
　
谷
澤
ミ
ツ
子
　
田
部
美
智
子
　
多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽

団
　
土
屋
と
き
枝
　
東
郷
實
枝
子
　
遠
山
憲
子
　
戸
島
正
子
　

栃
谷
さ
き
　
富
田
和
代
　
冨
田
秀
子
　
永
井
文
子
　
中
下
秀
子

　
中
嶋
永
子
　
長
島
敬
子
　
長
島
広
美
　
永
峰
怜
子
　
中
村
紀

久
子
　
中
村
清
美
　
中
村
フ
サ
子
　
中
村
恭
俊
　
中
山
康
　
中

山
雍
子
　
西
久
保
長
子
　
西
宮
智
恵
子
　
西
村
珠
美
　
二
宮
澄

子
　
根
岸
路
子
　
野
坂
昭
弘
　
野
坂
い
く
世
　
萩
原
八
枝
　
橋

場
昭
　
橋
本
巌
　
橋
本
恵
子
　
長
谷
川
宣
子
　
羽
鳥
み
の
る
　

濱
田
真
理
奈
　
林
由
美
子
　
羽
山
直
子
　
原
恭
子
　
原
田
圀
彦

　
原
田
康
子
　
原
田
良
子
　
樋
口
淳
子
　
樋
口
雅
子
　
樋
口
よ

し
子
　
肥
後
住
江
　
尾
藤
智
子
　
平
泉
順
子
　
平
澤
み
ど
り
　

平
田
敦
子
　
広
木
き
く
江
　
藤
田
裕
二
　
船
岡
栄
子
　
舟
久
保

良
子
　
舟
見
三
佐
子
　
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間
　
星
川
美
津
子

　
星
野
ユ
キ
エ
　
星
野
若
佐
　
堀
田
武
三
郎
　
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ

ッ
プ
　
堀
切
重
明
　
堀
泰
和
　
本
田
純
子
　
前
田
宗
治
　
政
所

優
季
　
町
田
知
行
　
松
浦
良
枝
　
松
尾
和
枝
　
松
澤
通
子
　
松

下
朗
　
松
下
朋
子
　
松
田
恵
子
　
松
野
ア
イ
　
松
村
敬
子
　
松

本
宜
恭
　
松
谷
茂
　
三
坂
和
子
　
水
谷
静
江
　
三
井
淑
子
　
箕

輪
和
子
　
三
輪
孝
子
　
壬
生
み
つ
子
　
宮
崎
清
子
　
宮
下
美
智

子
　
明
神
淑
恵
　
明
神
冷
子
　
武
蔵
国
府
太
鼓
翔
駒
会
　
村
井

福
子
　
村
野
豊
子
　
目
々
澤
美
智
子
　
百
瀬
洋
子
　
森
満
隆
文

　
森
玲
子
　
森
脇
敦
子
　
八
重
の
会
　
谷
貝
祥
子
　
柳
澤
直
美

　
山
口
久
子
　
山
下
優
子
　
山
田
一
丸
　
山
田
佳
津
江
　
山
田

ケ
イ
子
　
山
田
順
子
　
山
本
峯
子
　
鑓
溝
千
寿
子
　
ゆ
う
か
フ

ァ
ミ
リ
ー
　
吉
川
幸
一
　
吉
田
育
子
　
吉
田
恒
雄
　
吉
田
ヒ
サ

子
　
吉
田
睦
子
　
米
山
秀
子
　
琉
球
國
祭
り
太
鼓
　
る
り
ま
つ

り
の
会
　
脇
山
令
子
　
渡
辺
勇
　
渡
辺
勝
征
　
渡
辺
キ
ク
　
渡

辺
久
代
　
渡
辺
秀
雄
　
渡
邉
弘
子
　
渡
邉
房
子
　
渡
辺
光
枝
　

　
　
　
　
　
　
　  

（
２
０
１
1
年
7
月
〜
２
０
１
1
年
9
月
）

９
月
に
法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
ご

見
学
の
際
な
ど
に
い
た
だ
く
ご
質
問

と
回
答
を
ま
と
め
た
「
よ
く
あ
る
ご

質
問
」、
法
人
の
基
本
指
針
に
も
掲

げ
て
い
る
「
防
災
へ
の
取
り
組
み
」、

こ
の
季
刊
誌
で
連
載
中
の
「
介
護
保

険
を
考
え
る
」
の
抜
粋
を
ま
と
め
た

ペ
ー
ジ
な
ど
、
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
し
た
。 

　
ま
た「
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
平
成
23
年
度
版
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
な
ど
で
デ
ザ

イ
ン
の
一
部
変
更
も
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
今
後
も
こ
の
季
刊
誌
や
法
人
ブ
ロ

グ
『
日
々
の
あ
ゆ
み
』
と
と
も
に
、

皆
様
に
施
設
の
活
動
や
情
報
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ

う
、
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（

三
輪
美
奈
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

株
式
会
社
凱
風
舎
　
N
P
O
法
人
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
　
伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
　
小
泉
栄

　
社
会
福
祉
法
人
東
京
福
祉
会
　
東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間
一
本
木
体
操
会
　
株
式
会
社
三
菱
東

京
U
F
J
銀
行
　
弓
削
田
恵
美
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
０
１
1
年
7
月
〜
２
０
１
1
年
9
月
）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

12
古紙配合率100％再生紙を使用しています

多摩同胞会の

ホームページを

携帯でもどうぞ！

介護に関するご相談は
無料ダイヤルで！

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


